
４月の新着本 

中山七里 

   

彷徨う者たち   

在りし日の友情と恋心、立ちはだかる悔恨と贖罪、選ぶべき自分は刑事か友か？ 

社会派ふーまんミステリーの金字塔、ついに最終章へ！ 

有罪と、ＡＩは告げた 

司法判断に感情は必要か否か？ 

人を裁くのは心か論理か？ 

２０分後の未来について考えさせられるリーガルサスペンス！ 

特殊清掃人 

２０代無職の男性、３０代独身女性、４０代ベンチャー企業家、８０

代の資産家。 

孤独死した人々が抱えていた様々な事情が浮かび上がる。 

「護られなかった者たちへ」の著者が贈るヒューマンミステリー 


